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使い か た 
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こん な と き は 











その 他 
保証 と アフ ター サー ビス 
お 客 様 ご 相談 窓口 の ご 案内 


牙 
放 
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お 買い あげ いた だ き 、 ま こと に あり が と う 
ご ざい まし た 。 
この 取扱 説明 書 を よく お 読み の うえ 、 正 し く 
お 使い くだ さい 。 
プラ ズ マ クラ スタ ー ロ ゴ お よび ご 使用 の 前 に 、「 安 全 上 の ご 注意 ] を 必ず お 読み 
0 0 Plasmacluster は 、 くだ さい 。 
it この 取扱 説明 書 は 、 い つ で も 見 る こと が で きる 
所 に 必ず 保存 し て くだ さい 。 


















































プラ ズ マ クラ スタ ー 技 術 の 応用 で 
高速 除電 と 周辺 環境 の 浄化 


し ) 

Plasmacluster @ 広範 囲 な 除電 エエ リ ア 

ワイ ド な 吹出 口 と クロ ス フ ロ ー フ ァ ン に より 、 

幅 方 向 G00mm の 除電 エリ ア を 均一 に 除電 。 

e す ぐれ た メン テ ナ ン ス 性 
プラ ズ マ クラ スタ ー イ オン 発生 ユニ ッ ト は 経年 変化 が 少な く 、 
メン テ ナ ン ス 期間 が 長く 取れ ます 。 
また 、 メ ン テ ナ ンス も 容易 で す 。 

e 風量 4 段階 切替 
設置 シー ン に 応じ て 、 ワ イ ドレ ンジ で 風量 を 切り 替え で きま す 。 
また 、 風量 は LED 表 示 に より 、 容易 に E 認 で きま す 。 

e ユ ニッ ト 交 換 ラン プ と 外部 出力 
プラ ズ マ クラ スタ ー イ オン 発生 ユニ ッ ト の 交換 時 期 を LED 表 示 で 
お 知ら せ し ま す 。 ま た 、 異 淀 発生 時 の アラ ー ム 出力 、 メ ン テ ナ ンス 
必要 時 の 警告 出力 を 、 外 部 に 出力 で きま す 。 

e 柔軟 な 設置 性 
卓上 設置 に 便利 な スタ ンド 付き 。 吹 出 角 度 を 目盛 に より 調整 


で きま す 。 
また 、 本 体 を 直接 固定 する た め の ネ ジ 穴 を 備え て いま す 。 





















































































































































「 プ ラズ マク ラス ター」 技 術 と は ? 
自然 界 に ある の と 同じ プラ ス と マイ ナス の イオ ン を プラ ズ マ 放電 に より 作り 出し 放出 。 
浮遊 する ウイ ルス の 作用 を 抑え 、 浮 遊 カ ビ 菌 な ど を 除去 する シャ ー プ 独自 の 技術 で す 。 
自然 界 に 存在 する イオ ン と 同じ 種類 で あり 、 作 用 メカ ニズム も 解明 * され て いま す 。 
も ちろ ん 安全 性 も 確認 済み * ぞ で す 。 


























@ 約 5ー10 畳 相当 の 試験 空間 に お ける プラ ズ マ クラ スタ ー イ オン 発生 機 を 用 いた 実証 結果 で す 。 
イオ ン 濃 度 が 同等 で あわ れ ば 同様 の 効果 が 得 ら れる と 考え られ ます 。 
2 状 、 エ アコ ン ・ 換 気 な どの 


@ プラ ズ マ クラ スタ ー の 効果 は 、 使 用 場所 の 状 況 (温度 ・ 湿 度 、 広 さ 、 
使用 の 有朋 品 の 設置 場所 な ど ) や 商品 特性 、 使 いか た (イオ ン の 吹き 出し 方 向 ・ 運転 モ ー ド 


運転 時 間 な ど ) に よっ て 異な り ま す 。 

































































































































































*] ドイツ アー ヘン 応用 科学 大 学 アー トマ ン 教 授 
* ど (株 )LSI メ ディ エン ス 























DC24V +10% 





土 5V 





0.8 秒 





0.005ppm 以 下 





中 強 


スル パウ ワー 








0.7m3/ 分 





1.5m3/ 分 | 8g.2m3/ 分 


2.9m3/ 分 





1.4m/ 秒 


g.2m/ 秒 | 3.0m/ 秒 


3.8m/ 秒 





消費 電流 (DC24V 電 源 使用 時 ) 


0.10A 


0.18A 0.37A 


0.7 ら A 








消費 電力 (別売 AC ア ダ プ ター 使用 時 ) 


3.1W 





5.4W 10.4W 





19.2W 





制 御 入 力 





DC24V 





Ws = fi 
制御 出力 | a 
| 使用 周囲 温度 
| 使用 周囲 温度 





最大 100mA(24V キ +109%6) 





0~50C 
10-8596( 結 規 な きこ と ) 


( 幅 )452mm( 手 ネジ 含む ) 
(奥行 )156mm 






























































( 高 さ ) 142mm( 脚 含む ) 
約 1.9kg 
※1 製品 正面 300mm の 距離 、 フ ル パ ワ ー モ ー ド 時 
※ の 製品 正面 300mm の 距離 、 フ ル パ ワ ー モ ー ド 時 
除電 時 間 : + 1000V か ら + 100V ま で の 時 間 、 帯 電 プ レー トモ ニタ : 150X150mm、20pF 
※3 製品 正面 300mm の 距離 























フィ ルター 
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安全 上 の ご 注意 必ず お 守り くだ さい 


人 へ の 危害 、 財 産 へ の 損害 を 防ぐ た め 、 お 守り いた だ く こ と を 説明 し て いま す 。 
本 製品 は 、 防 爆 構造 で は あり ませ ん 。 溶剤 ・ 可 燃 性 ガス 等 が 存在 する 「 危 険 場所 」 
で は ご 使用 に な れ ま せん 。 


会 人 千 や 漏 一 感電 、 大 けが を 防ぐ 


1 一 一 」 


@ ご 自身 で 取り 付け 工事 は し な い 
(取り 付け 不備 が ある と 感電 ・ 火 災 ・ 落 下 の 原因 ) 
取り 付け は 、 工 事 店 、 お 買い あげ の 販売 店 に ご 相談 くだ さい 


念 吹出 口 や 吸込 口 に ピン や 針金 な どの 異物 を 入れ な い 
(感電 ・ け が ・ 異常 動作 の 原因 ) 
@ お 手入れ に 塩素 系 ・ 酸 性 系 の 洗剤 を 使用 し な い 
(洗剤 か ら 有 毒ガス が 発生 し 、 健 康 を 害する 原因 ) 
@ 改造 は し な い 。 修理 技 術 者 以外 の 人 は 、 分 解 や 修理 を し な い 
(火災 ・ 感 電 ・ けが の 原因 ) 
修理 は 工事 店 、 お 買い あげ の 販売 店 に ご 相談 くだ さい 
念 濡れ た 手 で 操作 し な い (感電 の 原因 ) 
人 機器 を 水洗 いし な い (火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 ) 
@ 器具 を 布 や 紙 な どの 可燃 物 で 和 首 っ た り 、 被 せ た り 、 燃 え や すい も の を 近付け 
な い (火災 の 原因 ) 
@ 次 の 場所 で は 使用 し な い (感電 ・ 故 障 の 原因 ) 
・ 結 忠 す る よ うな 場所 、 高 湿度 雰囲気 中 の 場所 。 
・ 人 用 ) な ど 油 成分 が 浮遊 し て いる 場所 。 
・ 理 ・ 美 容 院 ・ ク リー ニン グ 店 な ど ス プレ ー や 化学 薬品 を 使う 場所 。 
@ DC 電源 と AC ア ダ プ ター は 同時 に 使用 し な い (火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原 








































































































































































































人 @ 漂 、 臭 いな どの 異常 を 感じ た ら 、 す ぐに 電源 を 切る (感電 ・ 火 災 の 原 





@ お 手入れ の 際 は 必ず 運転 を 停止 し 、DC 端 子 も し く は AC ア ダ プ ター の 差 込 
プラ グ を 抜き 、 フ ァ ン が 停止 し た 状態 で お こ な う (感電 ・ けが の 原因 |) 

@ 重 が 鳴り 出し た ら 運 転 を 停止 し て 、 電 源 を 切る (火災 ・ 感 電 ・ け が の 原因 ) 

人 @ 別売 品 は 必ず 当社 指定 の 製品 を 使用 する (火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 ) 


人 @ AC ア ダ プ ター を 使用 され て いる 場合 、AC ア ダ プ ター は コン セン ト の 
奥 ま で し っ か り 差 し 込む (感電 ・ 発煙 発火 の 原因 ) 



























































画 誤 っ た 使い か た で 生じ る 内 容 を 次 の よう に 画 お 守り いた だ く 内 容 の 種類 を 
区 分 し て いま す 。 次 の 図 記号 で 説明 し て いま す 。 





(ぐし て は いけ な いこ と 。 





王 中 が ある 」 内 容 。 








トー ニコ 「 軽 傷 を 負う 、 また は 財産 に 損害 ⑳ し な けれ ば な ら な いこ と 。 








エエ 乱 を 受け る お それ が ある 」 内 容 。 


@ 本 製品 は 決め られ た 使用 条件 (周囲 温度 0 一 50C) で 使用 する 
(火災 ・ 故 障 ・ 破 損 の 原因 ) 


人 @ 機器 の 下 に スト ー ブ 、 コ ン ロ な どの 発熱 物 を 置か な い 
(火災 ・ 落 下 ・ 機 器 の 変形 ・ 故 障 の 原因 ) 


人 @ 機器 を 指定 外 の 洗剤 や 薬品 な ど で 拭 いた り 、 条 虫 剤 を か けた り し な い 
(機器 の 破損 ・ 落 下 ・ 感電 な どの 原因 ) 


人 @ 機器 の 一 部 が 破損 し た まま 使わ な い (落下 ・ け が の 
人 @ 落と し た り 、 強 い 衝 撃 を 与え な い (故障 ・ け が の 原 


る @ フィ ルター を は ず し て 使わ な い 
(製品 内 部 に 異物 が 入り 、 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 ) 


人 吸込 口 や 吹出 口 を も の で ふさ が な い (故障 ・ 破 損 の 原因 ) 
人 @ 機器 は 強 帯電 物 が ある 場所 に は 設置 し な い (故障 ・ 除 電 性 能 低 下 の 原 

































































人 @ 機器 の アー ス 接 続 端子 は 必ず D 種 接地 する 
(故障 ・ イ オン バラ ンス 低下 の 原因 ) 


@@ 機器 は 帯電 物 か ら 100mm 以 上 離し て 設置 する 
(故障 ・ 除 電 性 能 低下 の 原因 ) 
@@ 機器 を 清掃 する 際 は 、 乾 いた 柔らか い 布 か 、 水 で 浸し た 柔らか い 布 を 
よく 絞っ て 拭く (感電 ・ 故 障 の 原因 ) 
る フィ ルター は こま め に 清掃 する (能力 低下 の 原因 ) 
電源 に は 定格 で 定め られ た 電源 を 使用 する (火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 ) 
人 @ 高 電 圧 、 動 力 線 と 本 製品 の 配線 は 別 配線 と し て くだ さい 
(誤動作 ・ 故 障 の 原因 ) 
電源 は 高 電 圧 が 発生 し な いよ うに 対策 され て いる 直流 電源 を 使用 する 
(誤動作 ・ 故 障 の 原因 ) 
@ 電源 ライ ン に サー ジ が ある 場合 、 使 用 環境 に 応じ て サー ジア ブ ソ ー バ を 
接続 し て 使用 する (誤動作 ・ 故 障 の 原因 ) 









































頼 WCSF 膨 短 剛 





月 に 53 全 軒 設 填 上 の ご 注意 | SS に る 6 し ア sl に llPMO) 人 な [Scg 朋 


安全 上 の ご 注意 っ っ うき) asb au 


人 へ の 危害 、 財 産 へ の 損害 を 防ぐ た め 、 お 守り いた だ く こ と を 説明 し て いま す 。 


本 製品 は 、 防 爆 構造 で は あり ませ ん 。 溶剤 ・ 可 燃 性 ガス 等 が 存在 する 「 危 険 場所 」 
で は ご 使用 に な れ ま せん 。 


火災 や 漏電 、 感 電 、 大 けが を 防ぐ 








人 @ 工事 、 修 理 の と き 以 外 は 分 解 し な い 
具 落下 ・ 感電 ・ 火災 の 原因 ) 
人 @ 器具 に 他 の 荷重 を か け な い 
(落下 ・ 感 電 ・ 焼 損 の 原因 ) 


人 @ 器具 を 改造 し た り 、 部品 を 変更 し て 使う こと は 絶対 や め る 
(感電 ・ けが の 原因 ) 


@ この 器具 は 防湿 型 で は あり ませ ん の で 、 湯 気 、 湿 気 の 多 い 場 所 に は 
使え ませ ん 
(湿気 の 進入 に よる 絶縁 不良 ・ 感 電 の 原因 ) 


@ AC ア ダ プ ター や 配線 (電源 線 ) や 本 体 を 濡れ た 手 で 触れ な い 
(感電 ・ 故障 の 原因 ) 













































































@ 配線 は 、 所 定 の ケー ブル を 使用 し て 確実 に 接続 し 、 端 子 接続 部 に ケー ブル 
|) の 外力 が 伝わら な いよ うに 確実 に 固定 する 
(火災 ・ 感 電 の 原因 ) 
る @ AC ア ダ プ ター を 使用 され る 場合 、AC ア ダ プ ター は コン セン ト の 奥 ま で 
し っ か り 差 し 込む 
(感電 ・ 発 煙 ・ 発 火 の 原 因 ) 
@ AC ア ダ プ ター を 使用 され る 場合 、AC ア ダ プ ター の ほこ りな ど は 定期 的 に 
取り 除く 
(火災 の 原因 ) 









































画 誤 っ た 使い か た で 生じ る 内 容 を 次 の よう に 画 お 守り いた だ く 内 容 の 種類 を 
区 分 し て いま す 。 次 の 図 記号 で 説明 し て いま す 。 





間 を 4 「 死 亡 また は 重傷 を 負う お それ = 
人 (ぐし て は いけ な いこ と 。 


* エ 詩 「 軽 傷 を 負う 、 ま た は 財産 に 損害 a 本 
注意 を 受け る お それ が ある 」 内 容 。 0 し お けれ ば な ら な いこ と 。 

















玉 温室 や けが を 防ぎ 、 財 産 を 守る 





@ 次 の よう な 場所 に は 設置 し な い 
* 不安 定 な 場所 

屋外 お よび 直射 日 光 が あ た る 場所 

湿気 の 多い 場所 

括 動 の ある 場所 

車 発 性 可燃 物 、 溶 剤 や 腐食 性 ガス の ある 場所 

・ ほ こり 、 塩 分 、 鉄 分 、 油 煙 が 多い 場所 

* 強 磁界 、 強 電界 の 発生 する 場所 

* 急激 な 温度 変化 の ある 場所 

・ 水 、 油 、 化 学 薬品 の 飛 潜 が ある 場所 

* 強 帯電 物 の ある 場所 













































































( 生 遼 暴 ) 泊 時 AS 上 対 | | 






























































@ 器具 の 取り 付け は 、 本 説明 書 に 従っ て 取り 付け る 
(取り 付け に 不備 が ある と 機器 落下 ・ 感 電 ・ 火災 ・ ケ ガ の 原因 ) 

@ 器具 の 取り 付け は 、 機 器質 量 ( 約 1.9kg) に 十分 に 耐え る 所 に 確実 に お こ な う 
(取り 付け に 不備 が ある と 器具 落下 の 原因 ) 

@ AC ア ダ プ ター、DC 電 源 は 、 本 説明 書 の 「 設 置 と 接続 ] に 従っ て 、 接 続 する 
(取り 付け に 不備 が ある と 器具 落下 、 感 電 、 火 災 の 原因 ) 

る @ ボルト や ネジ は 確実 に 締め 付け る 
(変形 ・ 破 損 ・ 落 下 の 原 因 ) 

試運転 で 異常 や 異 音 が 発生 し た と き は 、 直 ち に 運転 を 中 止 す る 
(火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 ) 

@@ 機器 は 帯電 物 か ら 100mm 以 上 離し て 設置 する 
(故障 ・ 除 電 性 能 低下 の 原因 ) 











































































































ーー ここ ンー 


し 表示 部 操作 部 」 


















ユニ ッ ト 交 換 ラ ンプ ( 赤 ) 
運転 ボタ ン 











風量 ラン プ ( 青 ) 


吸込 口 (フィ ルター) 





手 ネ ジ 
吹出 口 








AC ア ダ プ ター 用 ジャ ッ ク 





端子 カバ ー 

付属 品 を 取扱 説明 書 当 商品 は 日 本 国内 向け で あり 、 日 本 語 以外 の 説明 書 は ありま せん 。 
This model is designed exdusively for Japan, with manuals in Japanese only. 

@ 保 証書 る 脚 ゴ ム :4 個 旬 アー ス 線 

@ エラ ー 表 示 ラ ベル (製品 異常 、 ま た は アラ ー ム 時 の ラン プ パ ター ン を 示し て 

いま す 。 製 品 も し く は 製品 付近 に 貼 つ て 使用 し て くだ さい ) 





















































本 ペー ジ は 設置 を され る 方 向け の 内 容 で す 。 


設置 と 接続 








・ 除電 性 能 を 確保 する た め 、 本 体 の 吸込 口 と 他 の 機器 や 壁面 と は 50mm 以 上 の 空間 を あけ て 
くだ さい 。 












































50mm 以 上 
吸込 口 ( フ ィ ル ター) 合 











* 本 体 の 周囲 に 帯電 物 が ある と 、 本 体 が 正常 に 動作 し な いこ と が あり ます 。 
本 体 の 設置 や 移動 の 際 は 帯電 物 か ら 100mm 以 上 離し て くだ さい 。 























藩 (t 隊 村 NAV 計 S 棋 唄 較 導 


1 前 後 


a 


100mm 以 上 











・ 強 帯 電 物 が ある 場所 ( 強 帯 思 し て いる 台 上 や 壁画 ) に は 設置 し な いで くだ さい 。 
設置 の し か た 
⑧ 木 体 角度 の 調整 本 体 は 角度 を 変え られ ます 。(0~360O*) 


左右 の 手 ネ ジ を ゆる め て 本 体 の 角度 を 調整 し 、 回 転 方 向 
手 ネ ジ を し め て くだ さい 。 












































手 ネ ジ の 回 す 方 向 


a 
ゆる お 7 とぶ し まる 





本 ペー ジ は 設置 を され る 方 向け の 内 容 で す 。 


設 直 と 接続 (つづ き ) 






































@ 本 体 を お いて 使用 する 場合 @ 本 体 ア シ を 固定 し て 使用 する 場合 
脚 の 底面 (くぼみ 部 分 ) に 付属 の 脚 ゴ ム 本 体 を 設置 する 場所 に M4 の タッ プ を 切り 、 
を 貼り つけ て 使用 し て くだ さい 。 脚 を 取付 用 M4 ネ ジ で 固定 し て くだ さい 。 
(左右 2 カ所 ずつ 、 計 4 力 所 ) (左右 2 力 所 ずつ 、 計 4 力 所 ) 
[| 本 体 を 底 か ら 見 た 図 ) [| 本 体 を 底 か ら 見 た 図 | 








取付 用 ネジ 穴 位置 


脚 の くぼみ 部 分 





脚 








@ 脚 を は ず し て 、 本 体 を ネジ で 固定 し て 使用 する 場合 


左右 の 手 ネ ジ を 回 し て 取り は ず し 、 脚 と ゴム ワッ シャ ー を は ず す 。 
(取り 付け は 、 逆 の 手順 で お こ な っ て くだ さい ) 


ゆる お 
っ 
手 ネ ジ 
脚 — ーー 





本 体 を 設置 する 場所 に の 4 一 の 5 の 穴 を あけ 、M4 ネ ジ で 固定 し て 使用 し て くだ 
さい 。( 計 4 旋 所 ) 


| 本 体 を 底 か ら 見 た 図 ) 

















※ ナ ッ ト の 長 さ は 、12mm で す の で 裏 板 の 厚 み に 応じ て 本 体 が 確実 に 固定 で きる 
ネジ を ご 準備 くだ さい 。( 上 図 参 照 ) 
固定 ネジ の 長 さ の 目安 : 板 厚 A 十 10 一 11mm 


接続 の し か た 





PA 三立 川 較 端子 カバ ー を は ず す と 入力 端子 台 が あり ます 。 











AC ア ダ プ ター 用 ジャ ッ ク ①@ め ③④ の ② 


① アー ス 接 続 端 子 : 必ず D 種 接地 を し て くだ さい 。 

⑧ ら 4V DC 端子 : DC24V 土 109% 

③ OV 端子 : 電源 用 OV、 お よび 加 種 警報 出力 ⑥⑦ 用 OV 

④ 除電 停止 入力 : の ② と ⑤ の 間 に DC24V を 接続 する こと で 、 除 電 の ON/OFF が で きま す 。 
⑤ 除電 停止 入力 (COM) : 除電 停止 有 の COM 端 子 

⑥ アラ ー ム 出力 : 異常 時 を お 知ら せ し ま す 。 

⑦ 警告 出力 : メン テ ナ ン ス を 促し ます 。 


入力 回 路 図 (除電 停止 入力 ) 出力 回 路 図 


(アラ ー ム 出力 、 警 告 出力 ) 






























































o ト 
除電 停止 入力 
除電 停止 入力 (COM) 端子 
(COM) 端子 
ミッ ング = アラ ー ム 出力 信号 
タイ ミン グチ ャ ー ト ※ 最大 出力 電流 ・ 100mA 
ON 
24V 入力 EE | | | | 
、 oN In II 
運転 ボタ ン EE 
ON( クロ ー ズ ) 
除電 人 上 信号 ブン) | | 
回 ON( クロ ー ズ ) | 
アラ ー ム 出力 信号 OFF( オ ー プ ン ) | 
ON( 運転 ) 
運転 状態 | 
OFF( 停止 


コ 


MAX150ms MAO5Om 








著 Ir 遍 時 | 
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本 ペー ジ は 設置 を され る 方 向け の 内 容 で す 。 


設 直 と 接続 (つづ き ) 


《 本 体側 の 接続 ) 





※ 電 


自 


※ 工 事 の 前 に 、 必 ず 電 源 を 遮断 し て くだ さ 


より 線 : AWG24~AWG14(0.2~2.0mm?) 








電線 は 、 以 下 の サ イズ の も の を 使用 
単線 : AWG26~AWG16( ゅ 0.4~1 








電源 は 電源 容量 に 奈 裕 の ある 定格 G24V の DC 電源 を 使用 し て くだ さ 


















































電線 の 両端 を 所 定 の 長 さ (7ー8Bmm) に スト リッ プ す る 。 
右 図 の 寸法 記入 部 分 は 実 寺 で す 。 ス ケー ル と し て ご 利用 | 


くだ さい 。 実寸 











電線 の プラ ス 側 を 端子 台 の DC24V 側 ② に 、 電 線 の GND 側 を 端子 台 の ③ に 接続 し 
付属 の アー ス 線 を アー ス 線 接続 端子 に 接続 する 。 

本 体 の 端子 台 レ バー を マイ ナス ドラ イ バ ー レバ ー 

な どの 工具 を 使用 し 、 奥 に 押し な が ら 、 了 


























図 の よう に 上 端子 台 の 挿入 面 に 垂直 に 奥 ま で 

確実 に 差し 込む 。 ee 

(一 度 引 っ 張り 、 接 続 の 確認 を し て くだ さい ) 

付属 の アー ス 線 、 お よび 使用 され る 電線 Wt スト リッ プ 
2 へ 



























































(より 線 ) は 、 細 線 が ば ら つ か な いよ うに 
は ぎ 代 部 分 を よじ る な どの 処理 を お こ な っ て 電線 
か ら 接 続 さ せ て くだ さい 。 le 


端子 カバ ー を 取り 付け る 。 ee デリ 
(ケー ブル は 、 端 子 カバ ー 下 側 の 切欠 きか ら 、 本 体 の 外側 
に 引き 出し て くだ さい ) 








AC ア ダ プ ター で 接続 する 場合 AC ァ タフ ター は 別売 で す 
《 本 体側 の 接続 》 








※ 工 事 の 前 に 、 必 ず 電 源 を 遮断 し て くだ さい 。 
※AC ア ダ プ ター は 必ず 専用 の AC じ アダ プター(|Z-JAC 1 ) を 使用 し て くだ さい 。 














DC 端子 で 接続 する 場合 と 同様 に (12*ー ジ 、 付 属 の アー ス 線 を アー ス 接 続 端 子 に 
接続 する 。 
※ 付属 の アー ス 線 は 細線 が ば ら つ か な いよ うに は ぎ 代 部 分 を よじ る な どの 処理 を 

$ こ な っ て か ら 接 続 さ せ て くだ さい 。 





本 体 裏面 の AC ア ダ プ ター 用 ジャ ッ ク に ss 
AC ア ダブ ター の プラ グ を 差し 込む 。 






AC ア ダブ プター、 


人 人 精 論 、 。 どちら の 接続 方 法 に お いて も 、 必 ず D 種 接地 を し て くだ さい 。 
ey $ テレ ビ や ラジ オ に ノイ ズ が 入っ た り 、 電 波 時 計 が 正しく 時 刻 表示 し な い 
と き は 、 テ レビ ・ ラ ジオ ・ 電 波 時 計 な どか ら で き る だ け 離 し て くだ さい 。 

e DC 電源 と AC ア ダ プ ター は 同時 に 使用 し な いで くだ さい 。 





著 Ir 記 時 | 
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運転 の し か た 


e 製品 を 使用 する 際 は 必ず D 種 接地 を し て くだ さい 。 

e 吸込 口 、 吹 出口 を ふさ が な い 。 

s 0~50C の 環境 で 使用 する 。 

e 湿度 10~85% の 環境 で 使用 する 。 

e 吸込 口 は 、 他 の 機器 や 壁面 か ら 50mm 以 上 の 空間 を あけ る 。 
* 本 体 の 周囲 は 、 帯 電 物 か ら 100mm 以 上 離し て 設置 する 。 
e 本 体 は 強 帯電 物 が ある 場所 に は 設置 し な い 。 


運転 入 / 切 


本 体 の 運転 ボタ ン で 、 運 転入 切 を お こ な う 。 
風量 の 切り 替え は 、 デ ィ ッ プス イッ チ で 設定 を お こ な う 。(15<⑦ 


コン ディ ショ ンチ ェ ッ ク 
運転 開始 直後 、 自 動 的 に イオ ン 濃 度 と イオ ン バ ラ ンス を 安定 させ 、 セ ン サ ー 部 の 校正 を 
$ こ な いま す 。( 約 40 秒 間 ) 
コン ディ ショ ンチ ェ ッ ク を お こ な っ て いる 間 は 、 風 量 ラ ンプ が 以下 の よう に 変化 し ます 。 
コン ディ ショ ンチ ェ ッ ク 中 の 風量 は ディ ッ プ スイ ッ チ 設定 に 従い ます 。 























風量 風量 風量 風量 

ー 三 _ ご 三幸 ー 三 = 三 
レン レン アン いこ ンコ 
I ンー °° 9 9 °° こ ご 





























運転 中 に ブレ ー カ ー が 落ち た り 、 停 電 し た と き で も 通電 を 再開 すれ ば 、 
直前 の 運転 モー ド で 運転 を 再開 させ る こと が で きま す 。 


風量 の 切り 替え 


M 本 体 の 端子 カバ ー を は ず す 。 


ディ ッ プ スイ ッ チ を 切り 替え て 風量 の 切り 替え を お こ な う 。 
風量 は 4 段階 切り 替え が 可能 で す 。( 弱 、 中 、 強 、 フ ル パ ワ ー) 
工場 出荷 時 の 風量 は フル パワ ー で す 。 











ディ ッ プ スイ ッ チ ヂ 




















3 端子 カバ ー を 取り 付け る 。 
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本 ペー ジ は メン テ ナ ン ス を され る 方 向け の 内 容 で す 。 


お 手 入 れ お 手入れ の 頻度 は 目安 で す 。 ご 使用 環境 に よっ て は 
早め に お 手入れ が 必要 に な る 場合 が あり ます 。 
本 体 1 カ月 に 1 回 程度 
表面 を 柔らか い 布 で 拭く 。 


汚れ が ひど い 場 合 は 、 水 また は ぬる ま 湯 (40C 以 下 ) を 含ま せ た 布 で 拭く 。 


フィ ルター 1 カ月 に 1 回 程度 


本 体 の 吸込 品 に 付い た ホコ リ を 掃除 機 で 吸い 取る 。 
汚れ が ひど いと き は 、 フ ィ ル ター を 取り は ず し て 、 水 洗い し て くだ さい 。 
(取れ に くい と き は 柔らか い ス ポン ジ を ご 使用 くだ さい ) 


ユニ ッ ト / 電 極 部 6 カ月 に 1 回 程度 


針 先 お 手入れ 警告 が 発生 し た ら 目 立っ た 汚れ が な く て も 必ず 清掃 し て くだ さい 。 
(小さ な 汚れ が プラ ズ マ クラ スタ ー イ オン 減少 の 原因 と な り ま す ) 


ユニ ッ ト の は ず し か が た 


アル コー ル ( エ タ ノ ー ル ) で 湿ら し た 市 販 の 綿棒 で 電極 部 (1 カ所 ) や 電極 部 の 周囲 の 
汚れ や ほこ り を 取り 除く 。 


SS | 電極 部 ( 〇 の 12 カ 所 ) 








針 カ バー 
1 ※ 針 先 、 針 根元 に 加え 


針 カ バー( 表 側 、 裏 側 と も ) 
| 2 針 ペ バー ス も し っ か り 清 掃 す る 。 

















清掃 前 人 針 ベース 清掃 後 








ユニ ッ ト の は ず し か た 


本 体 の 電源 を 切る 。 


フィ ルター の つま み ( ら 力 所 ) を は ず し 、 フ ィ ル ター を 本 体 か ら 取 り は ず す 。 
上記 ピピ A 
i ml ・ に あり ます 。 
a _ 
の 
グ て 





















































































































① ユ ニッ ト の ツマ ミ と ハン ドル を 持ち 、⑧ 持 ち 上 げ て 取り は ず す 。 


ハン ドル 





精 際 、 。 電極 部 に 手 で 触れ な い 。( け が の お それ ) 
ご 壮 忠 


e 電極 を 変形 させ な い 。 





Sh | | 
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本 ペー ジ は ご 使用 の 方 、 ま た は メン テ ナ ン ス を され る 方 向け の 内 容 で す 。 
ーー ト 1 
ユニ ッ ト 父 


ユニ ッ ト 交 換 ラ ンプ 


総 運 転 時 間 が 約 1 7.500 時 間 (1 日 24 時 間 運 転 し た 場 


( 〇 ⑨ ユニット 交 提 和 は 、 必ず 電源 を 切る 
[感電 や けが の 原因 】 





台 約 2 年 ) 経 過す る と 、 


ユニ ッ ト 交 換 ラ ンプ が 点滅 し て ユニ ッ ト 交 換 時 期 を お 知ら せ し ま す 。 
ユニ ッ ト の 交換 に つい て は 、 お 買い あげ の 販売 店 に ご 相談 くだ さい 。 
※「 弱 」「 中 ]「 強 ]「 フル パワー」 ど の 運転 モー ド で も 、 ユ ニッ ト 交 換 時 期 は 同じ で す 。 


使い 始め 
yy 





総 運転 時 間 
約 17.500 時 間 
0 交換 し て くだ さい 


ーー\Y 


総 運転 時 間 
約 19,000 時 間 
@ 運 転 が 停止 


ユニ ッ ト 交 換 


… 信 0 を そ 


ユニ ッ ト 交 換 ラ ンプ 


点滅 ( 赤 ) 














ユニ ッ ト 交 換 


SO そ 


ユニ ッ ト 人 交換 ラン プ 
速い 点滅 ( 赤 ) 


※ ユ ニッ ト を 交換 する と ユニ ッ ト 交 換 ラ ンプ は 消灯 し ます 。 


ユニ ッ ト 交 換 警 告 後 の 運 転 継続 設 





ディ ッ プ スイ ッ チ の 切り 替え で 、 総 運転 時 間 が 約 19.000 時 間 経 過 後 に も 運転 を 継続 さ 
せる こと が で きま す 。 (交換 ラン プ は 点 減 し 続け ます ) 


※19,000 時 間 経 過 後 の 除電 能力 は 保証 され ませ ん 。 





@ 設定 方 法 


本 体 裏側 の 端子 カバ ー を は ず し 、 デ ィ ッ プス イッ チ の 4 番 を 下 に し 


閉じ る 。 


、 端 子 カ バー を 


(工場 出荷 時 は 、 上 に 設定 され て いま す ) 
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お 買い あげ の 販売 店 (工事 店 ) で お 買い 求め くだ さい 。 


| 


選 昌 


品名 : 
形 名 : 


名 : 
名 : 


交換 用 プラ ズ マ クラ スタ ー イ オン 発生 ユニ ッ ト 


IZ-C830 1 





AC ア ダ プ ター 
IZ-JAC 1 


ーー 





格 入 力 : AC100V・50-60Hz 








力 : DC24V・1.5A 














放 叶 テロ | | 
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アラ ー ム ・ 共 和 名 二 = ラー/、. 天 和 発生 時 は [こん な と き は ] 
TT | (21<-3 を お 調べ くだ さい 。 


アラ ー ム ・ 警 告 の 表示 


@/ ラ ー ム 時 ・ 警 告 時 の 表示 パタ ー ン 












































ァ ン モー ター 異常 

ユニ ッ ト 取 付 異常 
除電 停止 

先 お 手入れ 警告 

ユニ ッ ト 交 換 警 告 1 7.500 時 間 運転 時 の 風量 設定 に よる (15<- め 

ユニ ッ ト 交 換 警 告 19.000 時 間 O O O 
その 他 の 異常 ・ 警 千 上 記 以 外 の ラン プ パ ター> 

記号 の 意味 〇 : 消灯 〇 ⑧: 遅い 点滅 る ⑧ : 速い 点 減 


































































































@ 遠 司 状 態 確認 用 の 出力 端子 で 、 ア ラー ム 時 ・ 警告 時 に 信号 を 出力 し ます 。 

種 類 告 検知 後 の 状態 
ファ ン モ ー タ ーー 異常 
ユニ ッ ト 取 付 異 常 
除電 停止 
針 先 お 手入れ 警告 


ユニ ッ ト 交 換 警 告 1 7.500 時 間 
ディ ッ プ スイ ッ チ 
4 番 : 上 



































| 



































ユニット 講和 
4 番 : 下 





箇 | 血 | 科 | 科 


























間 


その 人 1 
ユニ ッ ト 交 換 警 告 19.000 時 間 の 動作 は 、 デ ィ ッ プス イッ チ 4 番 の 設定 で 変え られ ます 。 
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修理 依頼 や お 問い 合わ せ の 前 に 、 
こん な と き は Re 


こん な と き 







お 調べ くだ さい 












































運転 し な い @ DC 電源 も し く は AC ア ダ プ ター が は ずれ て いま 12 
せん か 。 
・ 正 し く 接 続 し こく だ さい 。 
e 運転 が 停止 し て いま せん が 。 14 
・ 運 転 ボ タン を 押し て くだ さい 。 
音 が する e プラ ズ マ クラ スタ ー イ オン が 発生 する と き の 音 で 一 
・「 ジ ー ジー」 と 音 が する 異常 で は あり ませ ん 。 
@ フィ ルター に ほこ り が つい て いま せん か 。 18 
・「 バ サバ サ 」 と 音 が する ・ フ ィ ル ター の お 手入れ を し て くだ さい 。 
除電 効果 が 低下 し た よう に  @ ユ ニッ ト 電 極 部 の 清掃 を し て くだ さい 。 16 
感じ る 
アラ ー ム ・ 警 告 の 表示 が 発生 
・ フ ァ ン モー ター 異常 e 電源 を 遮断 し 、1 分 程度 し て か ら 再 び 電 源 を 入れ 一 
も う 一 度 運 転 操作 を お こ な っ て くだ さい 。 
ユニ ッ ト 取 付 異常 e ユニ ッ ト が 正しく 挿入 され て いま すか ? 17 
・ ユ ニッ ト を 取り 出し て 再度 挿入 し 、 も う 一 度 
運転 操作 を お こ な っ て くだ さい 。 
針 先 お 手入れ 警告 @ ユニ ッ ト 電 極 部 の 清掃 を し て くだ さい 。 16 
ユニ ッ ト 交 換 警 告 e プラ ズ マ クラ スタ ー イ オン 発生 ユニ ッ ト の 交換 時 18 





・ そ の 他 の 表示 


期 で す 。 新しい プラ ズ マ クラ スタ ー イ オン 発生 
ユニ ッ ト に 交換 し て くだ さい 。 

@ ユニ ッ ト の 交換 に つい て は 、 お 買い あげ の 販売 店 
に ご 相談 くだ さい 。 

@ ユニ ッ ト の 交換 時 期 を 超え る と ユニ ッ ト 交 換 ラ ン 
プ ( 赤 ) が 早い 点滅 に か わり 運転 が 停止 し ます 。 
※ コ ユニ ッ ト 交 換 警 告 19.000 時 間 の 動作 は 、 デ ィ ッ 
プス イッ チ 4 番 の 設定 で 変え られ ます 。 














e 本 体 の 故障 で す 。 
電源 を お 切り いた だ き 、 工 事 店 また は お 買い 
あげ の 販売 店 に ご 連絡 くだ さい 。 





書 ET すさ FN 只 贈 ・ ビ ーMIN 間 間 





ト う 
— 


保証 と ゾ フ タ ー サ ー ビス (よく お 読み くだ さい ) 


1 「 こ ん な と き は 」((21<- め ) を お 調べ くだ さい 
2 それ で も 異常 が あめ る と き は 使用 を や め て 、 電 源 を 人 遮断 し て くだ さい 
3 お 買い あげ の 販売 店 に ご 連絡 くだ さい 。 


便利 メモ お 買い あげ 販売 店 名 


















































お 客 様 へ … お 買い あげ 日 ・ 販 売店 名 を 
記入 され る と 便利 で す 。 


保証 書 ( 別 添 ) 





















































e 修理 に 際 証書 を ご 提示 くだ < 
J RN e 保証 期間 … お 買い あげ の 日 か ら 1 年 間 で す 。 
せ て いた だ きま す 。 た だ し 、 プ ラズ マク ラス ター イオ ン 発 生 

ユニ ッ ト の み 、2 年 間 で す 。 

保証 期間 中 で も 料 に な る こと が あり まず 
















































































[ 保証 期間 が 過ぎ て いる と き は ) の で 、 保 証書 を よく お 読み くだ さ 
e 修理 すれ ば 使用 で きる 場合 に は 、 ご 希望 に 保証 範囲 
より 有料 で 修理 させ て いた だ きま す 。 保証 書 内 容 を 限度 と し 、 対 象 製品 の 故障 に 
起因 する お 客 様 で の 二 次 被 害 (装置 の 破損 、 
[ 修理 移 の し くみ ) 機会 損失 、 逸失 利益 等 ) お よび いか な る 損 











害 記 バ さ ) た だ き s 
e 修理 料金 は 、 技 術 料 ・ 部 品 代 な ど で 構成 され EE RE 


多用 性 能 部 中 上 
| 故 陳 し た 製品 を 正常 に 修復 する た め 補修 用 性 能 部 品 の 保有 捧 問 
























































































































































技術 料 | の 将 金 で す 、 

- ーー - @ 当社 は 除電 特 化 型 プ ラズ マク ラス ター イオ 
| 部 品 代 | 修理 に 使用 し た 部 品 代金 で す 。 ン 発生 機 の 補修 用 性 能 部 品 を 製品 の 製造 打 

dR 製品 の ある 場所 へ 技術 者 を 派遣 する 切 後 、6 年 保有 し て いま す 。 
合 の 料金 で す 。 e 補修 用 性 能 部 品 と は 、 そ の 製品 の 機能 を 維 

持 す る た め に 必要 な 部 品 で す 。 

較 対 | | 長年 ご 使用 の 場合 は 商品 の 点検 を ! | 履 了 や 事 導 の 防 山 の だ た め 、 Si 
@ 運転 ボタ ン を 押し て も 運転 し な いと き が ある 。 人 点検 に 生 3 の 次 妥 じ 5 





Hm ド ・ 本 体 が 異常 に 熱く 
・ ヨ ー ド HH げ る と 通電 し た り し な か っ た 





店 に ご 相談 くく だ さい 。 














































































































る RM 
@ い つも と 違っ て 温度 が 異常 に 高く な っ た り 、 3~4 年 程度 た ち CD 安全 の 
こげ 臭い に お い が す る た め 点 検 を お すす めし ます 。 
e 本 体 ケー ス が 変形 し て いる 。 点検 費用 に つい て は 、 販 売店 に ご 相 
@ モ ー タ ー の 回 転 が 止ま っ た り 、 遅 か っ た り 不 規 談 く だ さい 
則 な と き が ある 。 
@ そ の 他 の 異常 や 故障 が ある 。 
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修理 の ご 依頼 品 を 直送 いた だ く 場 合 


お 買い あげ の 販売 店 に お 問い 合わ せ の うえ 、 下 記 の アフ ター サー ビス 依頼 書 の お 客 様 記 入 欄 に 必要 事項 を 


ご 記入 いた だ き 、 コ ピー を 本 体 に 添付 の 上 、 


修理 依頼 先 に 送付 を お 願い し ます 。 


詳し い 送 付 方 法 は 、 お 問い 合わ せ の 際 に ご 相談 くだ さい 。 
※ 修理 期間 は 不具 合 品 が 到着 後 、1 週 間 一 10 日 間 で す 。 (祝日 な ど 、 弊 社 休日 を 除き ます ) 


アフ ター サー ビス 依頼 書 
【 除 電 特 化 型 プ ラズ マク ラス ター イオ ン 発 生 機 (IG-301JP)】 




















同 梱 物 AC ア ダ プ タ 
その 他 : 


本 体 の ラン プ 点 条 状 況 
右 の 表 に 、 本 体 の ラン プ の 点灯 状態 を 
記入 例 に 従っ て 、 記 入 し て くだ さい 











故障 症状 




































































記号 の 意味 〇 : 消灯 〇 : 遅い 点滅 @ 早 い 点 滅 


償 修 理 時 、 修 理 金額 上 限 円 まで 、 修理 可能 











要 日 不要 


ャ ー プ エン ジニ アリ ング 








株 式 会 社 首都 圏 テ クニ カル セン ター 






































〒 130-0023 東京 者 墨田 区 立川 3ー7-3 





話 番号 | 03-5625 一 3826 1 


受付 時 間 | 月 曜 ~ 金 曜 : 午前 9 時 午後 5 時 40 分 (※ 祝 日 な ど 、 弊 社 休日 を 除き ます 。) 


@ お 電話 は 





号 を よく お 確か めのう え 、 お 間違い の な いよ うに お か け く だ さい 。 





⑥ 所 在 地 ・ 生 


話 番号 ・ 受 付 時 間 な ど に つい て は 、 変 更に な る こと が あり ます 。(2015.07) 
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お 客 様 ご 相談 窓口 の ご 案内 


: 修理 ・ 使い か た ・ お 手入れ ・ お 買い 物 な どの ご 相談 ・ ご 依頼 、 お よび 万 一 、 製 品 に よる 事故 が 発生 し た 
: 場合 は 、 お 買い あげ の 販売 店 、 ま た は 下記 窓口 に お 問い 合わ せく だ さい 。 
: ファ クシ ミリ 送信 され る 場合 は 、 製 品 の 形 名 や お 問い 合わ せ 内 容 の ご 記入 を お 願い いた し ます 。 



































※ 弊 社 で は 、 確 実 な お 客 様 対応 の た め 、 フ リー ダイ ヤル ・ ナ ビ ダ イ ヤル サー ビス を ご 利 ea 








お 願い し て いま す 。 発信 者 番号 を 非 通知 に 設定 され て いる 場合 は 、 番 号 の 最初 に 「 186] を つけ て お か け く だ さ 











回 メー ル で の お 問い 合わ せな ど 【 シ ャ ー プ サポ ー ト ペー ジ 】 


http://www.sharD.CO.jD/SUDDOrt/ 。 画 よく ある ご 質問 な ども パソ コン か ら 検 索 で きま す 。 






































Ca 使用 方 法 の ご 相談 な ど 【 お 客 様 相談 セン ター】 ぉ か け 問 違い の な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 
1 


| 受付 時 間 |( 年 末年 始 を 除く ) @ 月 曜 ~ 金 曜 : 9:00~17:00 土曜 、 日 曜 、 祝 日 な ど 弊社 休日 を 除く 
画 フ リー ダイ ヤル が ご 利用 いた だ け な い 場合 は … 
ee.0120 - 099 - 233 電 語 FAX 


06 - 6792 - 1582 06 - 6792 - 5993 


〒581-8585 大 阪 府 八尾 市 北 晶 井町 3- 1-78 





除 
特 
化 
型 
プ 
プ 
ズ 
マ 
の 
フ 
ス 
タ 
イ 
オ 
ン 
発 
生 
機 


















































修理 の ご 相談 な ど 【 修 理 相談 セン ター】 お ぉ かけ 間違い の な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 G) 
(た 受付 時 間 | (年 末年 始 を 除く ) 食 月 曜 一 土曜 : ヨ :00- ら 0 :00 @ 日 曜 ・ 祝 日 : 9:00~17:00 ご 

PHS か ら は 、 フ リー ダイ ヤル 田 フ リー ダイ ヤル ・ ナ ビ ダ イ ヤル が ご 利用 いた だ け な い 場合 は … ww 

ga 0120 - 02 - 4649 se ご こ 

携帯 電話 か ら は 、 ナ ビ ダ イ ヤル 06 - 6792 - 5511 06 - 6792 - 3221 

2. 0570 - 550 - 447 


沖縄 地区 で の 修理 の ご 相談 な ど は 、 下 記 窓 口 に て 承っ て お り ま す 。 
受付 時 間 | (祝日 な ど 遇 社 休日 を 除く ) @ 月 曜 ~ 金 曜 : 89:00~17 :40 
那覇 サー ビス セン ター 098-861-0866 rgoo-0002 那 画 市 曜 2-10-1 






































“ — 7 ez 本 社 〒545-8522 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 
シャ ー プ 株 式 会 社 守ら 


この 取扱 説明 書 は 、 再 生 紙 、 お よび 
植物 油 イ ン キ を 使用 し て いま す 。 と 
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